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常設展示室から

　

近
年
、
東
京
の
各
地
で
再
開
発
が
進
み
、

新
た
な
商
業
施
設
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
誕

生
し
て
い
ま
す
。
都
市
の
景
観
が
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
東
京

の
街
は
た
び
た
び
変
貌
を
遂
げ
て
き
ま
し

た
。

　

明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
大
衆
文

化
が
花
開
き
、デ
パ
ー
ト
や
劇
場
、カ
フ
ェ
な

ど
、
新
し
い
娯
楽
の
場
が
次
々
と
誕
生
し
ま

し
た
。
東
京
駅
の
開
業
や
丸
ノ
内
ビ
ル
ヂ
ン

グ
を
は
じ
め
と
す
る
オ
フ
ィ
ス
街
が
成
立

し
、
近
代
的
な
街
並
み
が
徐
々
に
形
成
さ
れ

つ
つ
あ
る
な
か
、
1
9
2
3
年（
大
正
12
）

に
起
き
た
関
東
大
震
災
は
、
東
京
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
大
規
模

な
復
興
事
業
に
よ
り
新
た
な
建
築
や
公
園
、

道
路
、
橋
の
建
設
な
ど
都
市
の
整
備
が
進
め

ら
れ
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
東
京
は「
大
東
京
」

と
称
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
初
期
の

版
画
や
絵
葉
書
、

写
真
帖
の
タ
イ

ト
ル
の
中
に
も
、

こ
の
言
葉
を
い
く

つ
も
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

で
は
、
当
時
の

人
々
に
と
っ
て
の

「
大
東
京
」
と
は

具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
京
の
ど
の
よ
う
な
姿
が
写
し
取
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
本
展
覧
会
で
は
当
館

所
蔵
の
資
料
の
中
か
ら
、
明
治
、
大
正
、
昭

和
へ
と
、
時
代
と
と
も
に
発
展
す
る
東
京
の

姿
を
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
た
な
時
代
の
波
は
都
市
の
景

観
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
集
う
人
々
の
装
い

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
特
に
1
9
3
0
年
代
は
、

洋
装
に
身
を
包
み
銀
座
の
街
を
闊か

っ

歩ぽ

す
る

モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
女

性
た
ち
が
よ
り
華
や
か
に
、
モ
ダ
ン
な
都
市

生
活
を
謳お

う

歌か

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
当
時

流
行
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ア
ー
ル
・
デ
コ
様

式
の
調
度
品
な
ど
、
人
々
の
生
活
を
彩
っ
た

品
々
を
展
示
し
ま
す
。

　

新
時
代
の
幕
開
け
に
沸
い
た
、
か
つ
て
の

東
京
の
姿
を
と
お
し
て
、
東
京
の
未
来
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

 
 （

学
芸
員　

津
田
紘
子
）

●
開
催
場
所

 

常
設
展
示
室　
５
F
企
画
展
示
室

●
会
期

 

6
月
13
日（
土
）〜
8
月
3
日（
月
）

 

※
会
期
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

●
会
期
中
の
休
館
日

 

6
月
15
日（
月
）、 

22
日（
月
）、 

29
日（
月
）、7
月
6
日（
月
）、 

13
日（
月
）、20
日（
月
）

●
展
示
内
容

 

新
発
見
考
古
速
報

 

特
集
１「
日
本
の
自
然
が
育
ん
だ
多
様
な

地
域
文
化
」

 

特
集
２「
記
念
物
100
年
―
我
が
ま
ち
が

誇
る
史し

跡せ
き・

名め
い

勝し
ょ
う・

天
然
記
念
物
―
」

 

地
域
展「
東と
う

京き
ょ
う

府ふ

史し

蹟せ
き

」

主
催
： 

文
化
庁
、東
京
都
、公
益
財
団
法
人
東
京
都

歴
史
文
化
財
団 

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、

東
京
新
聞
、全
国
新
聞
社
事
業
協
議
会

協
力
： 

全
国
公
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議

会
、全
国
埋
蔵
文
化
財
法
人
連
絡
協
議
会
、

 

公
益
財
団
法
人
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
、 

共
同
通
信
社

後
援
： 

全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会

  

企
画
展

「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
２
０
」

企画展

8
月
25
日（
火
）〜
11
月
23
日（
月・祝
）

常
設
展
示
室
内　
5
Ｆ
企
画
展
示
室

＊
会
期
中
に
展
示
替
え
が
あ
り
ま
す
。

大
東
京
の
華 

―
都
市
を
彩
る
モ
ダ
ン
文
化
―ワンピース　
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お
客
様
か
ら
質
問
・
調
査
の
依
頼
を
受
け

た
と
き
、
私
た
ち
司
書
は
自
分
の
知
識
だ
け

に
頼
っ
て
回
答
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
情
報
源
を
も
と
に
、
そ
れ
が
本
で
あ
れ

ば
著
者
や
出
版
者
や
発
行
年
、場
合
に
よ
っ

て
は
ど
の
部
分
に
ど
う
書
か
れ
て
い
る
か
ま

で
、
主
観
を
交
え
ず
客
観
的
に
提
示
し
ま

す
。こ
れ
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

例
え
ば
、「
徳
川
八
代
将
軍
は
誰
か
？
」

「
明
治
元
年
は
西
暦
で
何
年
か
？
」
と
い
っ

た
質
問
で
あ
れ
ば
答
え
は
ひ
と
つ
で
す
が
、

「
一
両
は
現
在
の
何
円
か
？
」と
い
っ
た
質
問

の
場
合
、一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。そ
う
い

う
質
問
に
質
問
者
と
一
緒
に
考
え
て
回
答
を

導
き
出
す
の
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
で
あ

り
、
私
た
ち
の
仕
事
の
醍
醐
味
の
ひ
と
つ
で

す
。
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
同
じ
愉
し
み

を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

夏
休
み
！ 

こ
ど
も
歴
史
学
習
相
談

7
月
18
日（
土
）〜
8
月
31
日（
月
）7
階
図
書
室

テ
ー
マ
を
み
つ
け
て
、
図
書
室
で
し
ら
べ
て
み
よ

う
！ 

ご
利
用
は
無
料
で
す
。

図
書
室
の
仕
事 

Vol.
1

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務

図書室から
お知らせ

 

江
戸
博
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

「
梨な

子し

地じ

葵あ

お

い

紋も

ん

散ち

ら

し

松ま

つ

菱び

し

梅ば

い

花か

唐か

ら

草く

さ

文も

ん

様よ

う

蒔ま

き

絵え

女お

ん

な

乗の

り

物も

の

」

　

数
人
に
担
が
れ
て
静
か
に
進
む
乗
物
。
と
か
く

黒
塗
り
・
蒔
絵
で
彩
ら
れ
た
装
飾
豊
か
な
も
の
が

ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う
な
乗
物
の
所
用

者
は
高
位
の
女
性
に
限
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

な
か
で
も
梨
子
地
の
作
品
は
と
り
わ
け
高
級
な

乗
物
で
あ
る
。
外
装
に
は
蒔
絵
で
唐
松
・
若
松
・
梅

花
な
ど
を
幾
何
学
的
に
配
置
し
、
三み

つ

葉ば

葵あ
お
い

紋も
ん

お
よ

び
腰
に
六む

つ

葉ば

葵
紋
を
散
ら
す
。
家
紋
が
葵
紋
だ
け

な
の
で
徳
川
一
門
の
女
性
の
婚
姻
に
用
い
ら
れ
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
内
装
画
が
源
氏
物
語

の
絵
画
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
徳
川
家
の
女
乗
物
に

限
定
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
に
合
致
し
て
い
る
。
こ
れ

ほ
ど
の
仕
様
の
高
さ
は
、
将
軍
家
か
ら
の
輿
入
れ
に

由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
状
で
は
五
代
将
軍

徳
川
綱つ

な

吉よ
し

の
養
女
八や

重え

姫ひ
め

が
所
用
者
と
し
て
推
測

さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
こ
の
乗
物
は
再
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
、

１
８
５
１
年（
嘉
永
4
）に
修
理
さ
れ
た
こ
と
が
金

具
裏
の
書
さ
れ
た
墨
書
か
ら
う
か
が
え
る
。
十
二
代

将
軍
徳
川
家い

え

慶よ
し

養
女
線い

と

宮み
や

幟た
か

子こ

が
所
用
者
ら
し
い
。

　

工
芸
品
の
最
高
傑
作
と
い
え
る
こ
の
作
品
は
、現

代
に
い
た
っ
て
も
そ
の
光
彩
を
放
っ
て
い
る
。

 
 

（
学
芸
員　

齋
藤
慎
一
）

梨子地葵紋散松菱梅花唐草文様
蒔絵女乗物
1698年（元禄11）　
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国
際
博
物
館
会
議
に
参
加
し
て

研究の
散歩道

当
館
で
は
、特
別
展
や
「
日
中
韓
博
物

館
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」の
開
催
な

ど
、
海
外
の
博
物
館
と
交
流
事
業
を
実
施

し
、相
手
先
の
学
芸
員
・
研
究
員
と
対
話
を

深
め
て
い
る
。
当
館
の
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
、
昨
年
9
月
に
な
る
が
、
日
本
で
初
め

て
開
催
さ
れ
た
国
際
博
物
館
会
議

（
I
C
O
M
）
で
の
活
動
に
つ
い
て
改
め
て

報
告
し
た
い
。

　

I
C
O
M
は
博
物
館
の
発
展
を
目
的

に
1
9
4
6
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
的
な

非
政
府
組
織
の
一
つ
で
、
そ
の
下
に
専
門
分

野
ご
と
の
国
際
委
員
会
が
32
あ
る
。
3
年

に
一
度
、
全
て
の
委
員
会
が
一
堂
に
会
す
る

大
会
が
開
催
さ
れ
、
25
回
目
を
数
え
た
京

都
大
会
に
は
、
過
去
最
高
の
4
5
9
0
人

も
の
参
加
者
が
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
。

　

当
館
は
、
都
市
に
あ
る
博
物
館
の
役
割

や
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
、
情
報
の
共
有
や

議
論
を
行
う「
都
市
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
・
活
動
国
際
委
員
会
（
C
A
M
O
C
）」

の
会
員
で
あ
る
。
京
都
で
は
、「
文
化
を
つ

な
ぐ
都
市
博
物
館

̶

過
去
、
現
在
そ
し
て

未
来
へ

̶

」と
い
う
テ
ー
マ
で
委
員
会
が
開

か
れ
、
9
月
3
日
に
行
わ
れ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
都
市
博
物
館
と
歴
史
的
建
築
物
博
物

館

̶

博
物
館
定
義
の
再
考
」
を
当
館
は

加
者
の
発
表
を
聞
き
、
意
見
を
交
換
し
、

当
館
の
活
動
を
紹
介
す
る
大
変
貴
重
な
機

会
と
な
っ
た
。
今
後
も
、積
極
的
に
委
員
会

に
参
加
す
る
な
ど
、交
流
を
継
続
し
て
い
き

た
い
。
な
お
、
C
A
M
O
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(h
ttp

://n
etw

ork.icom
.m

u
seu

m
/ 

cam
oc/) 

で
は
、
過
去
の
大
会
の
議
事
録

や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
閲
覧
で
き
る（
英

語
）。興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。

　

今
、
世
界
中
の
博
物
館
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、そ
の
活

動
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
当
館
も
そ
の
例
外

で
は
な
い
。
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
た
後
、

世
界
中
の
人
々
が
安
全
に
心
か
ら
博
物
館

を
楽
し
め
る
日
が
再
び
来
る
こ
と
を
願
う
。

C
A
M
O
C
と
共
催
し
、館
長
の
藤
森
照

信
が
開
会
挨
拶
を
、副
館
長
の
小
林
淳
一
が

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
都
市
博
物
館

の
役
割
」と
題
し
た
発
表
を
行
っ
た
。
副
館

長
の
発
表
で
は
、北
京
首
都
博
物
館
、ソ
ウ

ル
歴
史
博
物
館
と
の
交
流
展
の
紹
介
を
行

い
つ
つ
、
博
物
館
に
は
、
異
文
化
の
受
容
と

そ
の
過
程
を
資
料
の
収
集
や
展
示
、
教
育

普
及
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
に
開
示

し
て
い
く
と
い
う
重
要
な
使
命
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
が
行
わ
れ
た
。
こ

れ
に
は
多
く
の
聴
講
者
か
ら
賛
同
が
得
ら

れ
、
国
籍
や
博
物
館
の
大
小
の
垣
根
を
越

え
た
活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

京
都
で
の
会
議
終
了
後
に
は
、視
察
先
の

一
つ
と
し
て
、
9
月
8
日
、
当
館
に
各
国
の

参
加
者
20
名
が
訪
れ
、
常
設
展
示
の
見
学

と
当
館
職
員
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

遠
方
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
や
コ
ス
タ
リ
カ
な
ど
、

展
覧
会
交
流
で
も
な
か
な
か
会
う
こ
と
が

な
い
海
外
の
専
門
家
と
直
に
対
話
で
き
た

こ
と
は
、
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た
。
誰

も
が
常
設
展
示
の
広
さ
と
収
蔵
品
の
豊
富

さ
に
驚
嘆
し
、
京
都
で
の
発
表
へ
の
理
解
が

深
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

今
回
の
京
都
大
会
に
は
共
催
と
い
う
立

場
で
参
加
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
参

専
門
調
査
員　

木
村
早
霧
・
文

２０２０年度展覧会ラインナップ　変更のお知らせ

江戸博NEWS１０８号でお知らせした「２０２０年度展覧会ラインナップ」の一部を変更しています。
特別展「大江戸の華」展及び「縄文」展の会期は変更となりました。ご来館の際はご注意ください。詳しくは当館ホームページにてご確認ください。

銀座煉瓦街
明治10年代後半
近代国家にふさわしい首都として、火災
に強い都市を目指した銀座煉瓦街が建
設された。計画の中心は、新橋ステーショ
ンから築地居留地、官庁を結ぶ銀座地域
で、現在のJR新橋駅から有楽町駅の東
側にあたる。文明開化を象徴する街として
にぎわったが、関東大震災で姿を消した。 

京都でのCAMOC委員会風景


